
安
永
七
（
一
七
七
八
）
年
に
お
け
る
境
界
争
論
（
西
村
・
井
ケ
田
・
新
谷
）

【
史
　
料
】

　
　

安
永
七
（
一
七
七
八
）
年
に
お
け
る
境
界
争
論

　
　
　
　

―
幕
領
・
寺
社
朱
印
地
に
お
け
る
争
論

―

西　

村　
　
　

卓　
　

井
ケ
田　

良　

治　
　

新　

谷　
　
　

弘　
　

　
　
　
　
　
　
　

は　

じ　

め　

に

　

今
回
翻
刻
す
る
史
料
は
「
中
河
村
小
物
成
場
所
見
分
ニ
付
出
入
日
記
」
と
銘
打
た
れ
、
安
永
七
（
一
七
七
八
）
年
に
幕
領
と
寺
社
朱
印
地
と
の
境
界
を
め

ぐ
っ
て
起
こ
っ
た
争
論
に
つ
い
て
記
録
さ
れ
た
日
記
で
あ
る
。
こ
れ
は
争
論
の
一
方
の
当
事
者
で
あ
る
槇
尾
山
西
明
寺
が
記
録
と
し
て
残
し
た
も
の
で
あ

り
、
こ
の
争
論
が
幕
藩
体
制
下
に
お
け
る
幕
府
代
官
所
、
寺
社
、
領
民
を
巻
き
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
時
の
「
山
」
の
支
配
権
、
領
有
権
、

保
持
権
な
ど
を
巡
る
諸
関
係
を
図
ら
ず
も
明
ら
か
に
し
て
く
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
「
中
河
村
」
は
、
現
在
の
京
都
市
北
区
中
川
北
山
町
の
元
地
名
で
あ
り
、
江
戸
時
代
は
山
城
国
葛
野
郡
中
河
村
と
呼
称
さ
れ
、
明
治
に
な
り
山
城
国
が
京

都
府
と
な
り
、
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
市
制
町
村
制
実
施
に
よ
っ
て
、
中
河
村
が
中
川
村
と
改
名
さ
れ
た
。
下
っ
て
昭
和
二
三
（
一
九
四
八
）
年
に
京
都

市
に
編
入
、
現
地
名
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
地
は
、
室
町
時
代
に
興
っ
た
侘
茶
を
行
う
草
庵
風
数
寄
屋
建
築
に
使
用
さ
れ
る
全
国
で
唯
一
の
高
級
磨
丸

太
北
山
杉
の
産
地
で
、
昭
和
三
七
（
一
九
六
二
）
年
、
川
端
康
成
の
小
説
「
古
都
」
の
舞
台
と
な
り
、
一
躍
、
そ
の
名
を
全
国
に
知
ら
し
め
た
。

六
五　
（
一
〇
六
）



第
六
十
六
巻  

第
一
号

　

新
谷
は
、
た
ま
た
ま
家
の
ル
ー
ツ
調
査
の
た
め
訪
ね
た
槇
尾
山
西
明
寺
（
現
京
都
市
右
京
区
梅
ヶ
畑
槇
尾
町
一
に
所
在
）
に
お
い
て
こ
の
史
料
が
所
蔵
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
知
り
、
許
可
を
得
て
そ
れ
を
判
読
す
る
過
程
の
な
か
で
、
近
世
期
に
お
け
る
「
山
」
の
領
有
権
を
め
ぐ
っ
て
幕
府
―
寺
社
―
領
民
と
が
複

雑
に
絡
み
合
い
な
が
ら
起
こ
る
争
論
の
経
過
と
特
徴
を
示
し
て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
、
井
ケ
田
と
西
村
が
史
料
の
翻
刻
と
そ
の
解
題
執
筆
に
参
与

す
る
形
で
、
今
回
発
表
す
る
運
び
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　

一　

中
河
村
の
地
理
的
環
境
と
歴
史

　

京
盆
地
か
ら
北
に
約
一
〇
㎞
に
標
高
八
九
六
ｍ
の
桟
敷
ヶ
岳
が
あ
る
。
こ
の
地
を
源
流
と
し
て
南
に
向
う
鴨
川
と
南
西
に
向
う
清
滝
川
の
二
流
が
発
し

て
い
る
。
清
滝
川
沿
い
に
は
直
ぐ
大
森
、
小
野
郷
の
集
落
が
連
な
り
、
そ
の
支
流
と
し
て
川
の
東
方
よ
り
真
弓
、
杉
坂
の
集
落
を
貫
い
た
細
い
杉
坂
川
が
、

中
川
の
北
方
約
五
〇
〇
ｍ
の
地
で
清
滝
川
に
合
流
し
て
い
る
。
こ
こ
は
、
源
流
点
よ
り
約
一
〇
㎞
下
流
で
あ
る
。
中
川
を
過
ぎ
、
下
流
約
四
㎞
に
、
紅
葉

の
名
所
栂
尾
山
高
山
寺
、
槇
尾
山
西
明
寺
、
高
尾
山
神
護
寺
の
古
刹
が
連
な
る
麓
を
流
れ
、
約
三
㎞
で
清
滝
を
経
て
、
保
津
川
に
合
流
し
嵐
山
へ
と
流
れ
る
。

　

中
川
の
北
東
、
僅
か
一
㎞
の
隣
村
杉
坂
は
、
古
の
若
狭
街
道
、
丹
波
街
道
の
二
支
道
が
合
流
す
る
交
通
の
要
所
で
、
い
ず
れ
も
数
ヶ
所
の
峠
越
え
に
て

北
に
向
い
、
真
弓
、
大
森
、
山
国
、
美
山
、
そ
し
て
若
狭
小
浜
に
至
る
。
ま
た
、
北
西
に
向
い
小
野
郷
、
細
野
、
宇
津
、
園
部
に
連
な
る
丹
波
街
道
支
道

と
な
る
。
こ
の
二
支
道
は
杉
坂
よ
り
長
坂
越
（
現
・
京
見
峠
）
を
へ
て
、
京
の
七
口
の
一
つ
、
鷹
ヶ
峰
（
長
坂
口
）
に
入
る
。
前
出
、
丹
波
街
道
の
細
野
よ

り
南
に
向
う
分
岐
道
が
あ
り
、
愛
宕
山
、
愛
宕
神
社
の
東
、
首
無
地
蔵
峠
を
越
え
、
谷
山
道
を
降
り
、
高
雄
山
神
護
寺
の
東
横
を
南
行
、
御
経
坂
を
越
え
、

宇
多
野
福
王
寺
に
て
京
一
条
通
に
通
じ
る
。

　

近
隣
の
こ
う
し
た
二
街
道
に
囲
ま
れ
て
い
な
が
ら
、
中
川
の
上
、
下
流
域
は
急
峻
な
渓
谷
に
て
川
沿
い
の
道
は
な
い
に
等
し
く
、
明
治
三
五
（
一
九
〇
二
）

年
、現
在
の
周
山
街
道
、国
道
一
六
二
号
線
の
開
通
ま
で
隣
村
と
の
交
流
は
山
中
の
細
い
間
道
に
拠
る
し
か
な
く
、一
種
隔
絶
さ
れ
た
地
で
あ
っ
た
。
唯
一
、

南
東
に
向
い
片
道
約
六
㎞
の
地
に
、
前
出
の
京
七
口
の
一
つ
鷹
ヶ
峰
に
通
じ
る
中
川
単
独
の
生
活
道
で
あ
る
京
道
、
菩
提
道
が
あ
る
。

六
六　
（
一
〇
五
）



安
永
七
（
一
七
七
八
）
年
に
お
け
る
境
界
争
論
（
西
村
・
井
ケ
田
・
新
谷
）

　

男
性
が
山
か
ら
持
ち
出
し
た
柴
、
薪
、
炭
を
主
に
女
性
が
頭
に
頂
き
、
日
に
二
往
復
、
鷹
ヶ
峰
ま
で
運
び
、
日
銭
を
稼
ぎ
、
日
々
の
生
活
物
資
を
村
へ

持
ち
帰
っ
た
。
秋
か
ら
冬
に
は
、
松
茸
、
北
山
磨
丸
太
を
村
民
あ
げ
て
、
女
性
は
頭
に
、
男
性
は
肩
に
て
搬
出
し
た
。

　

奈
良
時
代
末
、
道
鏡
事
件
、
ま
た
平
安
遷
都
で
活
躍
し
た
和
気
清
麻
呂
が
奉
行
と
な
り
勅
願
に
よ
っ
て
僧
慶
俊
が
山
岳
仏
教
の
愛
宕
山
五
寺（
１
）を
天
応
元

（
七
八
一
）
年
に
開
き
、
そ
の
一
寺
と
し
て
高
雄
山
寺
（
後
の
神
護
寺
）
を
建
立
し
た
。
こ
の
神
護
寺
の
境
内
寺
領
と
し
て
、
南
は
梅
ヶ
畑
平
岡
、
北
は
中
川

の
地
ま
で
の
約
二
〇
〇
〇
町
歩
を
拝
領
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
、
ま
だ
中
川
の
地
に
集
落
の
存
在
を
示
す
史
料
は
な
い
。

　

下
っ
て
鎌
倉
初
期
、
承
久
元
（
一
二
一
九
）
年
、
こ
こ
に
初
め
て
集
落
の
存
在
を
示
す
史
料
が
登
場
す
る
。
そ
れ
は
神
護
寺
文
書（
２
）に
荘
園
名
称
「
中
河
荘
」

と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
こ
の
承
久
元
年
以
前
の
中
河
荘
は
御
室
仁
和
寺
の
所
領
で
、
こ
の
年
よ
り
神
護
寺
の
領
地

と
な
る
の
で
あ
る
。

　

以
後
、約
四
〇
〇
年
間
、中
世
期
も
領
主
神
護
寺
は
変
ら
ず
、そ
の
後
近
世
の
慶
長
六
（
一
六
〇
一
）
年
の
「
中
川

（
マ
マ
）村

田
畠
名
寄
帳
」（
西
明
寺
所
蔵
）
に
よ
り
、

こ
こ
に
初
め
て
具
体
的
な
村
の
状
態
と
、
二
度
目
の
領
主
の
移
行
が
判
明
し
た
。

　

村
の
規
模
は
、
戸
数
五
三
（
戸
主
の
俗
名
が
付
さ
れ
て
い
る
）、
寺
社
一
、
そ
の
所
有
す
る
田
畠
、
屋
敷
の
面
積
、
合
計
三
町
三
反
八
畝
一
四
歩
、
そ
れ
に

対
す
る
年
貢
高
、
三
五
石
四
斗
七
升
五
合
六
勺
五
才
。
領
主
負
担
分
の
村
経
費
、
四
石
四
斗
壱
才
、
そ
し
て
高
雄
山
神
護
寺
、
高
僧
晋
海
僧
正
の
花
押
が

附
さ
れ
た
譲
渡
証
書
と
し
て
神
護
寺
よ
り
槇
尾
山
西
明
寺
へ
分
与
さ
れ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
以
後
領
主
は
変
ら
ず
明
治
ま
で
続
い
た
。

　

右
に
記
し
た
慶
長
六
（
一
六
〇
一
）
年
の
村
の
姿
は
以
後
大
き
く
変
貌
す
る
。
宝
永
元
（
一
七
〇
四
）
年
に
は
、「
中
河
村
の
戸
数
百
拾
壱
戸
、
人
口

四
百
七
十
五
人
」と
な
り（
３
）、慶
長
期
か
ら
村
の
規
模
は
二
倍
に
膨
れ
上
が
っ
た
。
山
を
削
り
田
畑
を
潰
し
て
ま
で
家
を
建
て
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
原
因
と
し
て
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
数
寄
屋
建
築
用
の
高
級
磨
丸
太
北
山
杉
の
栽
植
の
増
加
、
そ
れ
は
茶
道
文
化
の
隆
盛
、「
茶
禅
一
致
」
の
思
想

に
よ
る
名
だ
た
る
禅
寺
で
の
数
寄
屋
造
り
の
隆
盛
と
軌
を
一
に
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

六
七　
（
一
〇
四
）



第
六
十
六
巻  

第
一
号

　
　
　
　
　
　
　

二　

翻
刻
史
料
「
出
入
日
記
」
の
内
容

　

江
戸
時
代
に
な
り
幕
藩
体
制
が
確
立
さ
れ
る
に
つ
れ
、
商
品
経
済
が
発
達
し
物
価
が
上
昇
し
、
そ
の
結
果
、
幕
府
の
歳
出
増
加
が
年
貢
増
徴
策
と
な
り
、

同
時
に
年
貢
以
外
の
山
林
、
原
野
、
海
、
河
川
、
商
工
業
者
の
全
て
に
小
物
成
と
称
し
雑
税
を
課
し
た
。

　

そ
れ
が
延
宝
検
地
に
繋
が
り
、
次
に
掲
げ
る
西
明
寺
領
中
河
村
の
山
林
＝
柴
山
の
検
地
と
な
る
。
次
に
そ
の
「
検
地
帳
」
を
抄
録
し
て
お
こ
う（
４
）。

　
　

延
宝
己
未
年
六
月　

山
城
国
葛
野
郡
中
河
村
上
ヶ
柴
山
検
地
帳

　

一
、
雑か

ま
と
き

木
小
柴
山　

拾弍
拾
壱
町
二
拾
間

弍
町
四
拾
間　
　

村
中
持
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

惣
代
次
郎
左
衛
門　

印

　

此
上
ヶ
柴
三
千
六
百
束　

但
、
壱
束
三
尺
五
寸
縄

　

此
定
銀
六
百
七
拾
弍
匁　

但
、
四
束
壱
荷
ニ
付
、
銀
七
分
五
厘
直

　

右
者
山
城
国
葛
野
郡
中
河
村
上
柴
山　
　
　
　

　
（
以
下
略
）

　

こ
の
検
地
帳
は
延
宝
七
（
一
六
七
九
）
年
六
月
の
も
の
で
、
村
中
持
山
と
し
て
「
か
ま
と
き
」
と
呼
ば
れ
た
雑
木
の
小
柴
山
の
領
域
を
定
め
、
そ
の
持
山

に
対
し
て
年
間
柴
三
六
〇
〇
束
の
小
物
成
が
賦
課
さ
れ
、
代
銀
納
と
し
て
銀
六
七
二
匁
を
毎
年
幕
府
代
官
所
へ
村
か
ら
収
め
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
そ
の
領
域
は
、
中
河
村
を
南
北
に
貫
い
て
い
る
清
滝
川
を
境
に
、
南
の
梅
ヶ
畑
と
の
境
界
点
よ
り
川
の
西
側
を
北
に
さ
か
の
ぼ
り
二
一
町
二
〇
間
、

六
八　
（
一
〇
三
）



安
永
七
（
一
七
七
八
）
年
に
お
け
る
境
界
争
論
（
西
村
・
井
ケ
田
・
新
谷
）

ま
た
同
点
よ
り
中
河
村
、
梅
ヶ
畑
の
境
界
線
を
西
に
す
す
み
一
二
町
四
〇
間
で
囲
わ
れ
た
部
分
で
、
西
明
寺
領
約
五
〇
〇
町
歩
の
う
ち
、
約
五
分
の
三
を

幕
府
領
と
し
て
確
定
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

延
宝
七
（
一
六
七
九
）
年
の
検
地
か
ら
丁
度
一
〇
〇
年
後
の
安
永
七
（
一
七
七
八
）
年
二
月
、「
中
河
村
御
小
成
場
所
見
分
」
が
始
ま
る
。

　

こ
の
安
永
の
前
の
時
代
、
明
和
期
（
一
七
六
四
〜
七
一
年
）
は
、
幕
府
財
政
悪
化
が
続
き
赤
字
基
調
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
幕
府
は
物
成
・
小
物
成
、

そ
し
て
運
上
・
冥
加
金
な
ど
の
増
税
策
を
す
す
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
翻
刻
史
料
に
み
ら
れ
る
代
官
所
か
ら
の
見
分
は
そ
の
一
環
と
し
て
あ
っ
た
も
の
で

あ
り
、
増
税
を
計
ろ
う
と
す
る
意
図
が
明
白
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
は
、
延
宝
七
（
一
六
七
九
）
年
の
検
地
で
は
二
辺
の
計
測
し
か
さ
れ
て
お
ら
ず
、
他
の
二
辺
の
実
測
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
現
地
の
境
界
線
は
曖
昧
に

な
っ
た
ま
ま
で
あ
る
。
し
か
し
検
地
時
の
絵
図
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
検
地
か
ら
一
〇
〇
年
も
経
て
、
よ
り
曖
昧
な
境
界
線
を
幕
府
側
は
見
分
に
よ
り
広

げ
よ
う
と
す
る
。
そ
の
一
方
で
、
西
明
寺
側
は
そ
れ
を
阻
止
し
よ
う
と
す
る
。
現
地
に
庄
屋
以
下
多
く
の
村
役
の
百
姓
が
呼
び
出
さ
れ
、
見
分
に
立
ち
合

わ
さ
れ
、
板
挟
み
と
な
り
、
山
庄
屋
、
山
年
寄
、
惣
代
の
三
名
は
、
西
明
寺
、
代
官
所
と
二
度
も
取
調
べ
の
た
め
留
置
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。

　

最
終
的
に
は
、
御
室
御
所
仁
和
寺
の
仲
立
に
よ
り
、
門
跡
寺
最
高
位
の
威
光
を
も
っ
て
か
、
現
状
維
持
で
収
ま
り
、
西
明
寺
か
ら
仁
和
寺
ほ
か
の
関
係

者
に
応
分
の
謝
礼
が
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

お
わ
り
に

　　

江
戸
時
代
に
は
村
を
単
位
に
行
政
区
画
が
線
引
さ
れ
て
確
定
し
、
そ
の
行
政
村
が
そ
れ
ぞ
れ
の
領
主
に
対
し
て
年
貢
納
入
の
責
任
を
持
つ
と
同
時
に
領

主
支
配
の
最
末
端
を
構
成
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
飢
饉
や
天
災
・
地
変
が
起
こ
っ
た
り
、
搾
取
が
重
く
な
っ
た
り
す
る
と
、
領
主
と
領
民
の
間
に
対
立

が
生
じ
、村
役
人
は
両
者
の
板
挟
み
に
な
っ
て
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本
件
で
は
幕
府
代
官
所
と
村
の
百
姓
だ
け
で
な
く
、村
役
人
お
よ
び
寺
社
（
地

頭
・
領
主
）
の
四
関
係
者
の
文
字
通
り
四
つ
相
撲
で
あ
っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
も
と
も
と
神
護
寺
の
御
朱
印
地
に
含
ま
れ
て
い
た
中
河
村
は
西
明
寺
の

六
九　
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領
地
と
な
り
、慶
長
六
（
一
六
〇
一
）
年
に
は
五
三
戸
の
百
姓
の
村
で
あ
り
、高
尾
山
神
護
寺
か
ら
西
明
寺
に
分
与
さ
れ
、安
永
七
（
一
七
七
八
）
年
の
本
「
日

記
」
の
存
在
に
よ
っ
て
、こ
の
時
点
で
御
朱
印
地
と
し
て
西
明
寺
に
属
す
る
村
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
但
し
、そ
の
領
地
の
な
か
に
は
「
か
ま
と
ぎ
山
」

と
い
う
御
小
物
成
山
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
日
記
に
つ
づ
ら
れ
た
そ
の
経
過
に
よ
っ
て
、
寺
社
御
朱
印
地
が
他
の
介
入
を
許
さ
な
い

も
の
（
時
の
幕
府
で
あ
っ
て
も
）
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
西
明
寺
の
日
常
の
運
営
は
、
各
寺
の
長
老
を
中
心
に
し
た
僧
侶
・
衆
徒

の
合
議
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
な
お
、
紛
争
解
決
に
仁
和
寺
、
大
覚
寺
の
果
た
し
た
役
割
が
大
き
か
っ
た
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で

あ
る
が
、
そ
の
究
明
は
他
日
を
期
す
る
他
は
な
い
。

註（
１
）
高
岡
義
海
『
梅
ケ
畑
村
誌
』（
一
九
三
二
年
）
参
照
。

（
２
）『
大
日
本
史
料
Ⅳ
一
五
』（
一
九
一
六
年
）
一
三
八
頁
、『
荘
園
志
料
』（
一
九
三
三
年
）
八
七
頁
な
ど
参
照
。

（
３
）
中
川
共
有
文
書
「
管
轄
沿
革
」（
一
九
〇
八
年
）
三
頁
参
照
。

（
４
）
西
明
寺
所
蔵
文
書
。

【
凡　

例
】

一　

資
料
の
翻
刻
に
あ
た
り
、
漢
字
は
常
用
漢
字
を
原
則
と
し
た
。

一　

略
字
・
合
体
字
な
ど
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
ひ
ら
が
な
・
カ
タ
カ
ナ
・
常
用
漢
字
に
直
し
た
。

一　

変
体
仮
名
（
而
・
者
・
江
・
茂
・
与
な
ど
）
に
関
し
て
は
ポ
イ
ン
ト
を
落
と
し
残
し
た
。

一　

判
読
不
能
な
文
字
に
関
し
て
は
、
文
字
数
を
□
で
示
し
た
。

七
〇　
（
一
〇
一
）



安
永
七
（
一
七
七
八
）
年
に
お
け
る
境
界
争
論
（
西
村
・
井
ケ
田
・
新
谷
）

一　

抹
消
箇
所
は
■
で
示
し
た
。
た
だ
し
、
長
文
に
な
る
抹
消
は
、
そ
の
部
分
を

―
で
抹
消
し
た
。

一　

読
み
や
す
く
す
る
た
め
に
、
適
宜
読
点
を
付
し
た
。

一　

空
白
部
分
に
関
し
て
は
、
適
当
な
字
数
を
「　
　
　

」
で
示
し
、（
空
白
）
と
注
記
し
た
。

一　

折
込
文
書
に
関
し
て
は
、
折
込
部
分
に
「　
　
　

」
を
付
し
て
収
録
し
、「
折
込
」
と
注
記
し
た
。

一　

注
記
は
す
べ
て
（　
　
　

）
を
付
し
た
。

　
「

（
表
　
紙
）

　
　
　

  

安
永
七
年
戌
二
月
■
吉
祥
日

　
　
　

中
河
村
小
物
成
場
所
見
分
ニ
付
出
入
日
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

槇
尾
山
西
明
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

月
直
□
□
□
」

正
月
廿
四
日

公
用
藪
上
柴
山
、
今
度
従
小
堀
見
分
之
旨
先
触
有
之
由
、
中
河
よ
り
訴
来
候
、
右
触
状
之
写
二
通
別
ニ
在

七
一　
（
一
〇
〇
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二
月
二
日

見
分
役
人
、
小
堀
数
馬
殿
内
和
田
伊
左
衛
門
、
安
田
孫
右
衛
門
右
両
人
、
中
河
村
へ
入
込
候
由

三
日

百
性
両
人
、
右
見
分
役
人
入
込
之
由
、
訴
来
る
口
上
ニ

　

 

昨
日
納
竹
藪
之
見
分
無
滞
相
済
候
処
、
今
朝
ニ
相
成
御
役
人
中
被
仰
候
者
、
今
日
よ
り
上
柴
山
致
見
分
候
間
、
槇
尾
寺
領
御
小
物
成
山
境
相
立
、
絵
図

面
之
通
無
相
違
可
致
案
内
旨
被
仰
渡
、
今
朝
よ
り
御
案
内
申
上
候
筈
ニ
も
御
座
候
、
依
之
右
之
段
御
訴
申
上
候
、
此
方
よ
り
相
尋
候
者
、
寺
領
、
御
領

之
境
急
度
相
別
レ
候
事
ニ
有
之
哉
、
百
性
之
返
答
ニ
、
境
之
儀
者
不
存
候
ヘ
共
、
夫
々
持
主
先
ヘ
罷
越
、
か
り
別
等
致
置
、
御
案
内
申
候
由
申
候
事

四
日

中
河
村
之
絵
図
取
寄
、
披
見
候
事

五
日

智
厳
師
、
本
光
師
、
中
河
村
ヘ
罷
越
、
見
分
役
人
ヘ
致
対
談
被
申
候
趣

　

 

寺
領
之
儀
故
、
百
性
共
甚
不
調
法
、
殊
ニ
寺
領
境
等
之
儀
も
不
案
内
之
事
故
、
御
検
地
帳
絵
図
ニ
引
合
御
見
分
被
成
遣
候
様
、
幾
重
ニ
茂
御
憐
憫
之
上
、

宜
御
願
申
上
候
与
申
置
罷
帰
リ
候

六
日

本
晃
師
、
神
照
院
ヘ
窺
ニ
参
リ
候
事
、
智
厳
師
者
高
雄
普
賢
院
ヘ
参
、
高
雄
領
之
様
子
相
尋
候
処
、
家
別
ニ
山
壱
枚
ヅ
ヽ
為
夫
代
遣
置
有
之
由
、
先
年
中

七
二　
（
九
九
）



安
永
七
（
一
七
七
八
）
年
に
お
け
る
境
界
争
論
（
西
村
・
井
ケ
田
・
新
谷
）

嶋
村
十
人
組
合
本
所
を
相
手
取
、
上
柴
山
之
由
申
立
、
及
公
訴
候
得
共
、
百
性
之
申
分
相
立
不
申
、
右
十
人
之
者
共
ハ
、
流
罪
被
申
付
候
事
も
有
之
候
得
者
、

中
河
村
之
儀
、
当
寺
御
朱
印
之
内
ニ
候
得
者
、
右
之
旨
申
相
立
候
事
与
被
存
候
旨
被サレ
申
候
事

七
日

早
朝
よ
り
知
事
寮
之
古
書
物
致
吟
味
候
処
、
延
宝
上
柴
山
検
地
帳
写
有
之
、
其
中
ニ
か
ま
と
き
雑
木
子
柴
山
与
有
之
、
其
外
慶
長
年
中
之
書
物
等
有
之
候
而
、

夫
代
并
小
物
成
之
様
子
荒
々
相
知
候
間
、
中
河
村
江
今
度
見
分
役
人
を
案
内
仕
候
者
共
ニ
絵
図
并
検
地
帳
可
致
持
参
旨
申
遣
候

今
夜
八
ツ
時
、
庄
屋
半
兵
衛
、
年
寄
三
左
衛
門
、
山
庄
屋
久
右
衛
門
、
山
年
寄
治
右
衛
門
、
惣
代
兵
衛
門
、
右
五
人
之
者
共
来
山
、
則
絵
図
を
披
き
、
右
五
人

之
者
共
呼
出
、
案
内
之
様
子
相
尋
候
処
、
寺
領
不
残
案
内
候
由
、
依
之
検
地
帳
を
読
聞
セ
、
検
地
帳
之
字
を
以
絵
図
面
引
合
、
察
答
申
聞
ケ
候
趣
者

　

 

御
検
地
帳
絵
図
面
ニ
急
度
字
相
別
レ
有
之
を
、
寺
領
一
同
ニ
令
案
内
候
儀
何
以
可
致
哉
、
此
返
答
可
致
者
百
姓
何
茂
恐
入
候
与
計
申
、
一
向
返
答
無
御
座

候
之
不
念
ニ
相
極
候
上
者
、
御
検
地
帳
を
以
か
ま
と
き
山
御
案
内
可
申
由
申
付
候
へ
共
、
聢
と
請
合
不
申
候
故
、
右
察
答
之
趣
返
答
有
之
歟
、
又
者
か

ま
と
き
山
案
内
い
た
し
直
シ
候
旨
請
合
出
来
候
迄
者
留
置
候
旨
申
付
候
処
、
段
々
詫
言
申
ニ
付
、
且
対
御
公
儀
不
礼
ニ
も
可
相
成
与
存
、
庄
屋
、
年
寄
、

□
残
三
人
留
置
候
事
、
尤
右
両
人
へ
山
案
内
之
儀
ハ
仕
間
敷
由
、
申
付
帰
り
候

八
日

五
ツ
時
、
中
河
村
老
分
之
者
共
、
新
左
衛
門
、
吉
左
衛
門
、
又
右
衛
門
三
人
来
り
、
山
境
紛
敷
由
申
候
間
、
絵
図
之
面
を
以
委
細
申
付
帰
り
候
事

同
八
ツ
時
、
次
郎
右
衛
門
為
御
見
舞
来
山
候
間
、
絵
図
面
を
以
検
地
帳
ニ
引
合
申
聞
候
へ
者
、
兎
角
案
内
仕
直
候
様
請
合
罷
帰
り
候
事

同
夜
八
ツ
時
、
中
河
村
百
姓
徳
左
衛
門
、
角
左
衛
門
、
市
郎
左
衛
門
、
与
兵
衛
、
佐
兵
衛
等
来
山
相
願
申
候
趣
者
、
何
分
山
境
相
知
不
申
候
故
、
紛
敷
儀

申
上
候
而
者
後
難
恐
多
候
間
、
御
本
所
様
之
御
指
図
を
蒙
度
由
申
候
故
、
従
此
方
申
聞
候
者
、
山
境
者
御
公
儀
之
事
ニ
候
者
、
本
所
之
指
図
難
成
候
、
尤
絵

図
面
を
以
可
申
聞
与
、
則
絵
図
を
ひ
ろ
け
検
地
帳
引
合
、
委
細
ニ
教
へ
致
得
心
帰
り
候
事

七
三　
（
九
八
）
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尤
、
此
五
人
之
者
共
ニ
見
分
之
儀
相
尋
候
処
、
今
日
茂
庄
屋
よ
り
以
人
足
山
地
案
内
仕
候
由
申
候
事

九
日

早
朝
衆
評
之
趣
者
、
庄
屋
半
兵
衛
、
年
寄
山
左
衛
門
儀
、
此
方
よ
り
察
答
候
返
事
無
之
上
者
、
案
内
仕
間
敷
申
付
可
留
置
処
を
赦
し
而
帰
り
候
ニ
、
強
而
案

内
仕
候
由
甚
不
埒
之
至
、
仍
而
村
役
儀
可
指
留
旨
決
定
、
尤
伯
英
師
、
智
泉
師
右
両
人
者
後
役
申
付
ニ
参
り
候
事
、
尚
先
庄
屋
、
年
寄
可
罷
出
旨
申
遣
候

事同
四
ツ
時
、
庄
屋
、
年
寄
来
ル
、
仍
而
右
留
置
候
三
人
召
出
申
聞
候
ハ

　

 

昨
日
、
新
左
衛
門
、
吉
左
衛
門
、
又
右
衛
門
詫
言
ニ
参
り
、
次
郎
右
衛
門
茂
詫
言
申
、
山
之
案
内
仕
直
儀
請
合
帰
り
候
、
其
方
共
茂
此
通
之
請
合
仕
候
ハ
ヽ

赦
し
可
帰
候
与
、
即
案
文
読
聞
候
へ
者

　

 

三
左
衛
門
申
候
者
、
我
々
役
儀
相
勤
候
身
分
故
、
是
迄
案
内
仕
候
処
を
、
今
更
間
違
之
由
申
儀
得
不
仕
候
、
我
々
身
上
者
如
何
様
ニ
可
被
仰
付
与
申
候
故
、

申
聞
候
者

　

 

其
方
只
今
申
儀
尤
之
至
、
男
た
る
者
者
無
道
候
而
ハ
有
間
敷
、
乍
去
是
ハ
手
前
か
申
聞
候
得
与
可
承
、
此
度
之
察
答
返
事
於
無
之
者
、
村
方
之
無
念
ニ
相

極
候
へ
者
、
謬
而
改
ル
も
人
之
道
慈
愍
を
以
申
付
候
一
札
ナ
レ
ハ
、
指
候
□

（
虫
喰
）罷

帰
候
ハ
ヽ
末
々
為
ニ
可
被
宜
存
事
、
乍
去
強
而
申
品
無
之
与
申
聞
候
へ
者

致
承
知
一
札
指
上
候

庄
屋
、
年
寄
両
人
ハ
、
此
度
之
仍
不
調
法
、
先
役
儀
指
留
被
成
候
間
、
其
段
致
請
さ
せ
取
置
候

同
七
ツ
時
分
、
右
五
人
之
者
共
之
外
両
人
相
添
訴
来
候
趣
者

　

只
今
御
役
人
中
被
仰
候
者
、
弥
案
内
不
成
儀
ニ
候
へ
者
、
其
段
書
付
指
出
可
申
と
急
ハ
ケ
シ
ク被

仰
候
間
、
如
何
可
仕
哉
、
御
窺
申
上
候

右
之
返
事
ニ

　

 

此
度
御
見
分
之
儀
、
寺
領
を
も
一
同
ニ
御
見
分
被
成
儀
ニ
候
者
ヽ
御
案
内
可
申
、
若
又
御
領
計
之
儀
ニ
候
ハ
ヽ
、
御
検
地
帳
之
か
ま
と
き
山
計
御
案
内

七
四　
（
九
七
）



安
永
七
（
一
七
七
八
）
年
に
お
け
る
境
界
争
論
（
西
村
・
井
ケ
田
・
新
谷
）

可
申
与
、
従
本
所
被
申
付
候
与
可
申
旨
申
付
帰
し
候
事

同
夜
四
ツ
時
、
藤
右
衛
門
、
久
蔵
、
重
三
郎
、
清
左
衛
門
、
藤
四
郎
、
権
次
郎
、
善
次
郎
、
次
郎
三
郎
、
吉
三
郎
、
仙
次
郎
来
山
、
訴
之
趣
者

　

御
役
人
中
只
今
御
帰
被
成
候
間
、
急
ニ
是
迄
案
内
仕
候
場
所
之
請
印
指
上
候
様
被
仰
候
、
如
何
可
仕
哉

申
付
候
趣
者

　

此
儀
ハ
先
ニ
も
申
聞
候
通
、
此
方
よ
り
察
答
之
返
事
無
之
内
者
相
成
不
申
、
急
度
仕
間
敷
由
申
付
帰
し
候

今
日
、
庄
屋
代
申
付
ニ
罷
越
候
衆
へ
、
見
分
役
人
よ
り
致
対
面
度
由
申
参
候
間
、
両
役
僧
初
会
之
時
口
上
ニ
、
今
日
者
村
役
人
共
此
度
不
調
法
ニ
付
、
御

上
へ
恐
も
有
之
、
役
儀
指
留
候
間
、
後
役
申
付
ニ
罷
下
り
候
事
故
、
御
掛
合
ニ
者
難
及
候
へ
共
、
態
々
ニ
使
之
事
故
、
罷
出
候

見
分
役
人
衆
被
申
候
者
承
知
仕
候
、
拙
共
茂
唯
御
噺
を
申
計
候
、
先
此
度
見
分
所
段
々
相
済
寄
、
今
纔
ニ
相
成
、
指
閊
御
座
候
而
ハ
迷
惑
ニ
存
候
間
、
先
罷

帰
役
人
共
評
議
之
上
見
分
可
仕
候
、
乍
去
御
山
ニ
も
聢
与
仕
候
御
書
付
ニ
而
茂
御
座
候
へ
者
、
明
朝
迄
ニ
為
御
見
被
下
候
へ
与
申
候
事

役
僧
中
承
り
、
暮
六
ツ
時
分
帰
山

十
日

未
明
よ
り
智
厳
師
、
本
晃
師
、
役
者
代
智
泉
、
右
三
人
中
河
村
へ
罷
越
、
次
郎
右
衛
門
宅
を
宿
所
ニ
定
メ
、
則
案
内
申
付
、
見
分
役
人
衆
へ
掛
合
、
先
和

田
伊
左
衛
門
被
申
候
者
、
昨
日
御
出
之
方
申
入
候
通
、
何
ニ
而
茂
古
き
御
書
物
御
座
候
ハ
ヽ
御
見
可
被
成
候
、
三
人
之
役
僧
申
候
者
、
於
本
所
而
も
御
検
地

帳
并
村
方
之
絵
図
之
外
ニ
、
慥
成
証
文
も
無
之
候
得
共
、
古
き
物
与
被
仰
候
間
、
慶
長
八
年
小
物
成
人
扶
等
之
定
書
有
之
候
間
、
入
御
覧
ニ
即
二
通
差
出
、

先
是
ガ
御
当
代
之
古
き
書
物
ニ
御
座
候
、
此
外
論
所
山
取
上
候
例
も
数
々
有
之
候
間
、
幾
重
ニ
も
百
姓
共
不
調
法
者
御
免
被
成
遣
、
延
宝
御
検
地
帳
之
表

を
以
御
見
分
奉
願
候
、
和
田
氏
被
申
候
ハ
、
拙
者
共
評
議
之
上
御
返
答
可
申
候
与
之
事
ニ
而
別
レ
、
次
郎
右
衛
門
宅
江
帰
り
候
事

同
八
ツ
半
時
分
、
使
ニ
而
被
申
越
候
者
、
此
方
一
先
罷
帰
り
、
役
人
共
評
議
之
上
重
而
見
分
仕
可
申
候
間
、
追
付
罷
帰
り
候
、
各
様
ニ
も
御
勝
手
ニ
御
帰
可

被
成
候
間
、
此
方
よ
り
次
郎
右
衛
門
を
以
申
遣
候
口
上
ニ
、
此
方
百
姓
共
不
調
法
者
幾
重
ニ
も
本
所
よ
り
御
詫
申
上
候
間
、
此
度
御
見
分
可
被
下
候
旨
申

七
五　
（
九
六
）



第
六
十
六
巻  

第
一
号

遣
候
、
返
事
ニ
、
被
入
御
念
候
而
御
使
被
下
候
得
共
、
先
刻
も
得
御
意
候
通
、
日
数
も
重
り
候
儀
、
一
先
罷
帰
り
役
人
共
評
議
之
上
見
分
可
仕
候
間
、
左

様
ニ
御
心
得
可
被
下
候

同
暮
六
ツ
時
分
、
御
役
人
衆
よ
り
村
方
絵
図
を
一
寸
為
見
候
様
申
越
候
返
事
ニ

　

絵
図
者
先
達
而
本
所
ニ
預
り
置
候
間
、
是
非
御
用
ニ
候
ハ
ヽ
、
写
を
仕
可
入
御
覧
、
尤
急
ニ
難
調
候
旨
申
遣
候

同
夜
五
ツ
時
分
、
御
役
人
衆
よ
り
三
通
之
草
案
被
出
、
百
姓
共
窺
来
候
事
、
一
通
者
村
方
数
、
一
通
者
納
竹
藪
請
書
、
今
一
通
之
趣
ハ
、
以
書
付
申
上
候

　

 

一　

当
村
御
小
物
成
山
為
御
見
分
、和
田
伊
左
衛
門
殿
、安
田
孫
兵
衛
殿
被
成
御
越
、此
間
中
御
案
内
申
上
御
見
分
段
々
済
寄
、難
有
仕
合
奉
存
候
、然
処
、

御
小
物
成
山
地
境
之
儀
ニ
付
、
御
地
頭
所
故
障
之
儀
御
座
候
間
、
乍
恐
暫
御
見
分
之
儀
御
延
引
被
下
候
様
奉
願
候
、
御
地
頭
処
相
済
次
第
御
見
分
之
儀

奉
願
度
奉
存
候
、
依
之
御
書
付
申
上
げ
候
、
以
上
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御
小
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成
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支
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右
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右
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茂
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同　
　

三
左
衛
門

　
　
　
　

小
堀
数
馬
様

　
　
　
　
　

御
役
所

七
六　
（
九
五
）



安
永
七
（
一
七
七
八
）
年
に
お
け
る
境
界
争
論
（
西
村
・
井
ケ
田
・
新
谷
）

右
之
書
付
指
上
度
由
、
百
姓
共
申
来
候
間
、
返
事
ニ
本
所
よ
り
察
答
之
返
事
無
之
上
ハ
、
印
形
難
成
旨
申
付
候

同
八
時
分
、
草
案
壱
通
持
参
、
其
趣
者

　
　
　
　
　
　

以
書
付
申
上
候

　

 

一　

当
村
小
物
成
山
為
御
見
分
、
和
田
伊
左
衛
門
殿
、
安
田
孫
兵
衛
殿
被
成
御
越
、
此
間
中
案
内
申
上
候
処
、
右
小
物
成
山
地
境
之
儀
ニ
付
、
御
本
所

様
よ
り
蒙
御
察
答
、
私
共
難
儀
迷
惑
仕
候
、
仍
之
今
暫
御
日
延
奉
願
候
処
、
御
聞
届
被
成
候
ハ
難
有
奉
存
候
、
右
地
頭
所
相
済
次
第
御
見
分
被
成
下
候
様
、

被
仰
聞
、
重
々
難
有
仕
合
奉
存
候
、
仍
而
以
書
付
奉
申
上
候
、
以
上
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小
堀
数
馬
様

　
　
　
　
　

御
役
所

七
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）
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十
六
巻  

第
一
号

此
書
付
も
同
様
之
儀
ニ
候
へ
者
、
如
前
無
返
答
内
ハ
相
成
不
申
候
旨
、
申
付
候
事

十
一
日

明
六
ツ
過
、
御
役
人
中
よ
り
書
付
出
来
兼
候
ハ
ヽ
不
苦
由
被
申
候
、
当
役
僧
中
百
姓
共
へ
申
聞
候
ハ
、
此
度
不
調
法
成
御
案
内
申
候
段
甚
恐
入
候
間
、
何

卒
御
赦
免
被
下
、
御
小
物
成
山
か
ま
と
き
御
見
分
被
成
下
候
ハ
ヽ
、
村
中
一
統
ニ
難
有
奉
存
候
与
、
右
之
趣
御
聞
入
無
之
迄
も
、
書
付
を
以
願
置
候
様
申

付
候
事
、
即
、
致
承
知
指
上
候
へ
共
、
一
向
取
上
無
御
座
由
、
五
ツ
時
分
寺
領
を
被
出
候
、
追
付
役
僧
中
三
人
宿
処
を
起
チ
、
四
ツ
過
帰
山
、
同
七
ツ
時

分
百
姓
両
人
来
山
、
願
候
趣
ハ
、
か
ま
と
き
山
丁
数
定
有
之
法
立
相
尋
候
事
、
其
者
ニ
申
聞
候
ハ
、
明
日
昼
過
ニ
者
当
山
よ
り
小
堀
役
所
へ
相
届
ケ
候
間
、

其
村
よ
り
茂
今
一
往

（
マ
マ
）役

人
衆
へ
相
願
候
様
、
申
付
候
事

十
二
日

四
ツ
時
分
定
四
郎
外
ニ
壱
人
、
小
堀
役
人
衆
指
出
候
願
之
案
文
を
以
窺
ニ
来
候
事
、
尤
指
閊
之
文
言
仍
有
之
、
直
し
遣
候
事

一　

昨
日
御
役
人
衆
送
り
人
足
共
へ
被
仰
候
者
、
地
境
別
候
ハ
ヽ
立
返
り
致
見
分
可
遣
由
被
仰
候
間
、
明
日
太
秦
へ
参
り
、
村
方
よ
り
役
人
衆
願
度
奉
存

候
間
、
御
本
所
様
よ
り
小
堀
へ
御
届
ケ
之
儀
ハ
暫
御
延
引
可
被
下
旨
願
来
候
事

同
九
ツ
時
分
宗
蓮
寺
中
性

（
マ
マ
）庵

、
此
度
之
儀
ニ
付
御
見
舞
ニ
来
山

同
夜
八
ツ
時
分
、
百
姓
両
人
願
書
案
内
致
所
持
窺
ニ
来
、
是
又
指
閊
之
文
直
遣
し
候
事

十
三
日

衆
中
被
申
候
者
、
何
分
村
中
之
者
共
心
底
一
同
ニ
無
之
様
子
相
見
候
間
、
庄
屋
株
之
者
共
不
残
召
寄
相
尋
候
事
、
可
然
同
和
、
即
召
寄
午
之
刻
来
ル

申
聞
候
者
、
此
度
之
儀
村
方
之
者
一
同
不
仕
様
子
相
見
へ
候
間
、
銘
々
心
底
申
上
候
様
申
付
候
得
者
、
伊
右
衛
門
申
候
者
、
是
迄
御
本
所
様
扶
代
小
物
成
与

七
八　
（
九
三
）



安
永
七
（
一
七
七
八
）
年
に
お
け
る
境
界
争
論
（
西
村
・
井
ケ
田
・
新
谷
）

申
儀
不
存
候
へ
者
、
今
以
左
様
ニ
存
候
由
、
追
付
次
郎
右
衛
門
密
ニ
願
候
ハ
、
何
分
村
方
一
同
不
仕
候
御
本
所
之
小
物
成
扶
代
山
与
申
者
茂
有
之
、
不
然
者

茂
有
之
候
間
、
何
分
宜
御
願
申
上
候
と
申
候

且
皆
々
退
セ
、
壱
両
人
ツ
ヽ
へ
古
書
物
等
読
聞
候
へ
者
、
何
も
上
柴
山
之
外
ハ
御
本
所
之
扶
代
山
と
存
候
由
申
之
候
事

猶
御
役
人
中
へ
口
上
ニ
而
願
度
旨
申
候
間
、
印
形
指
上
候
儀
此
方
之
指
図
無
之
内
者
、
難
成
由
申
付
遣
候
事

則
伊
右
衛
門
、
兵
右
衛
門
、
久
右
衛
門
、
治
右
衛
門
、
右
四
人
う
つ
ま
さ
へ
願
ニ
参
り
候
事

夜
九
ツ
時
分
、
右
四
人
者
共
罷
り
帰
り
訴
候
者
、
先
刻
よ
り
御
役
人
中
へ
段
々
御
詫
言
申
上
候
処
、
筆
耕
衆
被
申
候
ハ
、
地
境
如
何
候
哉
与
御
尋
被
成
候
間
、

申
上
候
者
、
川
東
者
本
所
之
扶
代
山
、
西
者
上
柴
山
、
尤
西
は
し
ニ
少
し
本
所
之
山
有
之
由
、
別
而
御
願
申
上
度
旨
申
候
へ
者
、
然
者
、
書
付
を
以
御
願
可

申
旨
被
仰
候

則
申
聞
候
者
、
書
付
出
来
候
ハ
ヽ
、
此
方
迄
持
参
可
仕
旨
申
付
帰
し
候
事

十
四
日

衆
評
ニ
、
百
姓
共
不
心
得
ニ
相
極
候
上
者
、
手
ヲ
ク
レ
ニ
不
成
内
、
小
堀
家
へ
相
届
候
事
可
然
由
、
即
大
覚
寺
御
僧
、
次
よ
り
直
ニ
参
り
候
事

七
ツ
時
分
、
久
右
衛
門
、
治
右
衛
門
願
書
持
参
候
事
、
其
趣
者

　
　
　
　
　
　

乍
恐
口
上
書

　

 

一　

私
共
村
方
御
小
物
成
場
所
為
御
見
分
、
各
様
御
出
被
遊
候
処
、
私
共
不
調
法
成
御
案
内
申
上
、
御
地
頭
よ
り
蒙
御
察
答
、
御
見
分
相
済
不
申
奉
恐

入
候
、
仍
之
私
共
聞
覚
罷
有
候
趣
御
地
頭
へ
申
上
候
所
、
願
之
通
御
赦
免
被
成
下
候
、
仍
之
か
ま
と
き
山
之
儀
者
、
南
者
梅
ヶ
畑
領
分
、
北
者
小
野
山
境

并
杉
坂
領
分
落
合
川
限
、
東
者
大
川
限
、
西
北
ニ
少
槇
尾
山
之
御
朱
印
地
御
座
候
、
右
之
通
御
見
分
相
済
候
様
被
成
下
候
ハ
ヽ
、
村
方
之
者
共
一
統
ニ

難
有
可
奉
存
候

七
九　
（
九
二
）



第
六
十
六
巻  

第
一
号

　
　
　
　

月　

日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

村
役
人　

印

　
　
　
　
　

安
田
氏　

和
田
氏

先
右
之
書
付
預
り
置
候
間
、
此
方
へ
も
右
書
付
之
趣
を
以
願
書
認
指
上
候
様
申
付
帰
し
候
事

七
ツ
半
時
分
、
小
堀
へ
之
僧
使
帰
山

右
僧
使
、
小
堀
元
〆
役
人
矢
守
勘
助
宅
へ
参
り
、
口
上
之
趣

　

 

此
度
御
小
物
成
山
為
御
見
分
、
御
役
人
中
寺
領
中
河
村
へ
御
入
込
被
成
候
処
、
百
姓
共
不
調
法
之
儀
有
之
、
御
見
分
相
滞
御
帰
り
被
成
候
、
仍
而
村
方

者
勿
論
本
所
ニ
而
も
気
之
毒
ニ
奉
存
候
間
、
何
卒
御
勘
弁
ニ
而
御
検
地
帳
之
面
を
以
御
見
分
被
下
候
様
、
御
取
計
頼
入
候
由
被
申
述
候
処
、
勘
助
被
申
候

者
、
委
細
承
知
仕
候
、
先
役
人
共
方
以
書
状
相
尋
候
様
被
申
候
故
、
役
所
へ
之
書
付
者
差
出
不
申
ニ
而
罷
帰
り
候
事

十
五
日

八
ツ
時
分
、
治
右
衛
門
、
佐
右
衛
門
、
孫
四
郎
、
久
右
衛
門
、
長
次
郎
、
善
九
郎
、
右
六
人
又
々
見
分
役
人
衆
へ
願
書
壱
通
持
参
、
口
上
ニ

此
書
付
ニ
而
宜
敷
候
ハ
ヽ
、
是
よ
り
直
ニ
可
参
与
申
候
、
其
趣
者

　
　
　
　
　
　

乍
恐
口
上
書

　

 

一　

私
共
村
方
御
小
物
成
場
所
為
見
分
各
々
様
御
出
被
遊
候
処
、
私
共
不
調
法
成
御
案
内
申
上
、
御
地
頭
よ
り
蒙
御
察
答
奉
恐
入
候
、
仍
之
村
方
之
者

共
打
寄
色
々
相
談
仕
候
へ
共
、致
方
も
無
御
座
、甚
難
渋
仕
候
、何
卒
御
慈
悲
之
上
、往
古
検
地
帳
之
趣
を
以
、此
度
之
御
見
分
相
済
候
様
被
成
下
候
ハ
ヽ
、

広
大
之
御
慈
悲
と
難
有
可
奉
存
候
、
以
上

　
　
　
　

月　

日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

村
役
人　

印

八
〇　
（
九
一
）



安
永
七
（
一
七
七
八
）
年
に
お
け
る
境
界
争
論
（
西
村
・
井
ケ
田
・
新
谷
）

　
　
　
　
　

名
あ
て

則
右
之
書
付
ニ
而
遣
し
候
処
、
役
人
衆
被
申
候
ハ
ヽ
、
何
分
見
分
之
儀
者
難
成
候
へ
共
、
此
書
付
者
、
先
可
納
置
由
被
申
候
事
、
村
役
人
六
人
右
之
旨
申
来

候
時
者
、
七
ツ
半
也

右
者
、
正
月
廿
四
日
よ
り
弐
月
十
五
日
迄
之
日
記
也

安
藤

安
藤　

覚　

左
記
伝
伝
寛

右
者
、
正
月
廿
四
日
よ
り
二
月
十
五
日
迄
之
日
記

披
露　

役
人　

記
伝

朝
役
人　
　
　
　

去
日　
　
　
　

寛
音
寺

同　
　

同　

田
中
王
安
藤
覚　

左
之
通
リ

　
　

戌　

三
月
十
七
日
よ
り

中
河
村
御
小
物
成
場
所
見
分
ニ
付
、
出
入
日
記

三
月
十
七
日

今
日
昼
時
、
矢
守
勘
助
よ
り
手
紙
到
来
、
使
ニ
者
柳
喜
八
与
申
者
参
り
候
事
、
則
其
趣
者

　

 

以
手
紙
致
啓
上
候
、
漸
暖
気
ニ
趣

（
マ
マ
）候

と
者
乍
申
、
朝
夕
未
余
寒
御
座
候
、
御
清
福
可
被
成
御
凌
と
奉
賀
候
、
然
者
、
先
頃
私
小
屋
江
御
光
来
御
示
談
被
成

八
一　
（
九
〇
）



第
六
十
六
巻  

第
一
号

候
中
河
村
山
見
分
之
儀
ニ
付
、
猶
又
御
尋
申
度
儀
御
座
候
間
、
明
十
八
日
御
越
被
成
候
様
奉
存
候
、
右
得
貴
意
候
、
以
上

　
　
　
　

三
月
十
七
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

矢
守　

勘
助

　
　
　
　
　

伯　

英
様

此
方
よ
り
返
書
之
趣
者

　

御
手
紙
忝
致
薫
読
候
、
如
仰
未
余
寒
御
座
候
処
、
愈
々
御
清
安
被
成
御
勤
候
旨
奉
珎
重
候
、
然
者
、
被
仰
下
趣
致
承
知
、
猶
以
参
可
得
御
意
候
、
以
上

　
　
　
　

三
月
十
七
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

伯　

英

　
　
　
　
　

矢
守　

勘
助
様

同
十
八
日

斎
後
、智
厳
師
、智
泉
師
、右
両
人
矢
守
氏
之
宅
江
参
り
対
談
有
之
候
処
、勘
助
被
申
候
者
、兎
ニ
角
拙
者
と
申
合
ニ
而
茂
、御
互
ニ
談
し
あ
い
与
申
物
ニ
候
間
、

仰
之
趣
御
書
付
被
成
、
明
日
、
明
後
両
日
之
中
ニ
御
持
参
可
被
成
旨
被
申
候
、
則
七
ツ
半
時
帰
山

同
十
九
日

今
日
、
去
日
之
趣
案
文
仕
候
事

廿
日

書
付
致
清
書
候
事
、
斎
後
、
本
晃
師
、
智
泉
師
、
右
両
人
書
付
致
所
持
、
小
堀
役
所
へ
参
り
候
事
、  

則
、
其
書
付
之
趣
者 八

二　
（
八
九
）



安
永
七
（
一
七
七
八
）
年
に
お
け
る
境
界
争
論
（
西
村
・
井
ケ
田
・
新
谷
）

　
　
　
　
　
　

御
尋
ニ
付
、
返
答
書

　

 
一　

今
度
御
小
物
成
山
御
見
分
ニ
付
、
当
山
知
行
所
中
河
村
百
性
共
心
得
違
ニ
而
、
御
小
物
成
場
所
其
外
寺
領
之
差
別
茂
不
仕
絵
図
面
之
通
り
惣
山
一

同
ニ
御
案
内
申
上
候
段
、
重
々
不
調
法
之
至
、
依
而
、
御
見
分
相
滞
候
故
、
寺
領
之
様
子
御
尋
ニ
付
、
御
返
答
申
上
候
趣
如
左
御
座
候

　

 

一　

中
河
村
之
儀
者
、
御
小
物
成
場
所
か
ま
と
き
山
之
外
ハ
、
不
残
当
山
寺
領
ニ
而
、
往
古
よ
り
支
配
致
し
来
候
儀
、
相
違
無
御
座
候
、
仍
之
延
宝
七

年
石
川
主
殿
様
御
検
地
之
節
茂
、
か
ま
と
ぎ
山
之
外
者
、
御
除
き
被
成
御
検
地
無
之
候
、
猶
又
慶
長
八
年
二
月
、
稲
葉
甲
斐
守
様
江
百
性
共
よ
り
差
上

申
候
御
請
書
ニ
茂
、
田
畑
山
林
売
買
之
節
者
、
下
に
て
仕
間
敷
候
旨
分
明
御
座
候
、
則
右
御
請
書
当
山
江
被
下
置
所
持
仕
候
、
其
後
正
徳
三
年
二
月
、
百

性
共
山
論
仕
候
節
、
済
口
之
儀
当
山
よ
り
申
付
候
得
共
、
百
性
共
承
引
不
仕
、
達
而
御
公
訴
申
上
候
ニ
付
、
段
々
御
吟
味
之
上
、
右
論
所
之
山
之
分
ハ
、

地
頭
所
へ
取
上
候
様
被
仰
渡
、
即
御
公
儀
様
よ
り
御
取
上
被
下
当
山
へ
御
渡
被
成
候
儀
、
明
白
ニ
御
座
候
、
且
又
、
当
寺
御
朱
印
ハ
、
高
雄
山
御
朱
印

之
内
ニ
而
、
領
内
之
山
百
性
共
江
為
夫
代
遣
置
候
儀
茂
、
高
雄
山
同
様
之
儀
ニ
御
座
候
、
右
申
上
候
通
、
延
宝
七
年
御
検
地
之
外
ハ
不
残
当
山
領
ニ
而
支

配
致
し
来
候
儀
、
相
違
無
御
座
候
間
、
百
性
共
心
得
違
ニ
而
御
案
内
申
上
候
段
、
幾
重
茂
御
免
被
成
遣
、
何
分
御
検
地
帳
之
面
を
以
御
見
分
被
成
下
候

様
奉
願
候
、
従
御
公
儀
様
永
世
被
為
下
置
候
寺
領
山
、
少
シ
ニ
而
茂
減
少
仕
候
而
者
、
恐
入
奉
存
候
間
、
何
卒
以
御
憐
愍
右
願
之
通
、
御
許
容
被
成
下
候

ハ
ヽ
、
難
有
可
奉
存
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

槇
尾
山
西
明
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

役
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

本　

秀　

印

　
　
　
　

安
永
七
年
戌
三
月
十
九
日

　
　
　
　

小
堀
数
馬
殿

　
　
　
　
　

御
役
所

八
三　
（
八
八
）



第
六
十
六
巻  

第
一
号

斎
後
、
本
晃
師
、
智
泉
師
、
右
両
人
右
之
通
之
書
付
致
所
持
、
小
堀
役
所
へ
参
り
、
勘
助
ヘ
右
之
書
付
相
見
セ
候
処
、
勘
助
被
申
候
者
、
此
中
正
徳
三
年

論
所
山
御
取
上
被
成
候
儀
、
此
通
り
ニ
而
ハ
相
分
チ
か
た
く
候
間
、
御
取
上
之
様
子
委
細
ニ
御
書
可
被
成
候
、
尤
古
き
書
物
等
御
持
参
有
之
哉
与
相
尋
候
間
、

即
右
百
姓
山
論
之
節
済
口
請
状
壱
通
指
出
候
処
、
暫
時
致
思
案
候
而
、
則
案
文
被
指
出
候
、
其
趣
者
如
左
候

　
「（

空
白
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

」

右
之
通
之
案
文
指
出
候
而
被
申
候
者
、
如
是
御
認
可
被
成
候
、
併
御
得
心
ニ
無
之
候
ハ
ヽ
、
如
何
様
共
可
被
成
候
、
若
此
案
文
之
通
御
認
被
成
候
ハ
ヽ
、

其
儘
ニ
而
可
置
候
、
相
違
之
旨
御
認
被
成
候
ハ
ヽ
、
此
案
文
拙
者
方
御
返
可
被
成
由
被
申
候
、
則
其
書
付
致
所
持
、
右
両
人
之
衆
暮
時
帰
山

同
廿
一
日

御
室
御
所
へ
御
願
申
上
可
預
御
威
光
旨
、
衆
決
有
之
事
、
則
斎
ノ
後
智
厳
師
、
純
浄
師
、
右
両
人
之
衆
中
河
村
之
絵
図
、
旧
記
等
致
所
持
、
杉
本
相
州
殿

へ
内
意
御
頼
申
上
ニ
参
り
候
処
、
他
出
之
由
、
対
談
無
之
候
事
、
則
七
ツ
時
帰
山
、
但
、
衆
□
よ
り
添
書
有
之
候
事

同
廿
二
日

今
朝
、
智
厳
師
、
本
晃
師
、
右
両
人
村
之
絵
図
、
古
記
等
致
所
持
、
杉
本
相
洲
殿
宅
へ
参
り
相
頼
候
処
、
早
速
為
肯
、
則
委
細
対
談
有
之
候
事
、
右
両
人

斎
前
帰
山

又
斎
後
、智
厳
師
、本
晃
師
、伯
英
師
、右
三
人
如
先
絵
図
等
致
所
持
御
室
御
所
へ
参
り
御
願
申
上
候
処
、杉
本
相
州
殿
対
談
有
之
、則
右
之
絵
図
等
指
上
置
、

罷
帰
り
候
事
、
即
御
所
当
番
よ
り
召
状
有
之
候
事
、
其
趣
者

八
四　
（
八
七
）



安
永
七
（
一
七
七
八
）
年
に
お
け
る
境
界
争
論
（
西
村
・
井
ケ
田
・
新
谷
）

　

 
公
用
藪
地
、
入
木
山
等
、
此
度
従
小
堀
家
見
分
有
之
候
処
、
槇
尾
寺
領
山
を
茂
一
同
中
河
村
百
性
共
令
案
内
、
仍
被
及
断
見
分
、
未
済
寄
候
等
相
聞
候
、

公
用
差
支
之
儀
不
可
然
、
第
一
右
寺
領
山
ハ
、
如
何
様
之
訳
ニ
而
惣
見
分
ニ
相
成
候
哉
、
委
細
御
注
進
可
有
之
、
尤
難
分
候
ハ
ヽ
、
中
河
村
役
人
并
頭

百（
姓
脱
カ
）被召

連
、
明
廿
三
日
昼
時
頃
可
有
御
参
候
事

　
　
　
　

三
月
廿
二
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

御
室
御
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

当　

番

　
　
　

槇
尾
寺

　
　
　
　
　

役
者
衆
中

右
之
通
り
之
御
召
状
附
、
仍
之
中
河
村
へ
庄
屋
半
兵
衛
、
年
寄
山
左
衛
門
、
山
庄
屋
久
兵
衛
、
山
年
寄
治
右
衛
門
、
惣
代
兵
右
衛
門
、
右
之
者
共
明
朝
六
時

（
ツ
脱
）迄

ニ
此
方
へ
罷
越
候
様
申
遣
候

同
廿
三
日

今
朝
、又
中
河
村
へ
拾
壱
町
ノ
組
頭
不
残
可
罷
出
旨
申
遣
候
事
、六
つ
半
時
、昨
日
申
遣
候
五
人
之
者
共
来
、四
ツ
時
過
、今
朝
申
遣
候
拾
壱
丁
ノ
年
寄
来
ル
、

名
前
別
ニ
在
、
斎
後
、
義
賛
師
、
本
晃
師
、
両
人
登
山
之
百
性
不
残
召
連
、
御
室
御
所
参
殿
、
則
杉
本
相
州
殿
右
百
性
召
出
被
遂
吟
味
候
処
、
百
性
共
返

答
申
上
候
由
、
尤
日
延
願
罷
帰
り
候
、
当
寺
役
者
両
人
暮
時
帰
山
、
百
性
共
同
断
、
則
於
当
山
右
百
姓
共
江
今
日
御
所
ニ
而
御
尋
之
由
相
尋
、
右
御
返
答

申
上
候
趣
、
書
付
指
出
候
様
申
渡
候
、
其
趣
者

　

今
日
、
御
室
御
所
ニ
而
山
之
儀
御
尋
被
遊
候
ニ
付
、
御
返
答
申
上
候
ハ

八
五　
（
八
六
）



第
六
十
六
巻  

第
一
号

　

一　

杉
坂
村
よ
り
往
古
ニ
買
得
仕
候
儀
、
申
上
候

　

一　

小
野
村
よ
り
往
古
ニ
買
得
仕
候
儀
、
申
上
候

　

一　

槇
尾
山
御
寺
領
山
有
之
候
儀
ハ
、
村
方
ニ
聞
及
候
者
無
御
座
候
由
、
申
上
候

　

一　

御
小
物
成
山
、
槇
尾
山
御
寺
領
山
境
、
相
知
不
申
候
由
、
申
上
候

　

一　

 

御
役
人
中
様
よ
り
被
仰
聞
候
ハ
、
御
寺
領
山
無
之
候
而
者
、
御
地
頭
者
勿
論
、
百
姓
共
之
為
ニ
も
相
成
間
敷
由
被
仰
聞
候
ニ
付
、
日
延
願
候
御
事

右
之
通
書
付
差
出
候
ニ
付
、
買
得
之
由
夫
レ
等
之
証
文
得
と
遂
吟
味
、
明
五
ツ
時
迄
ニ
役
人
共
三
人
計
可
致
持
参
旨
、
申
付
帰
り
候
事

　
「

　
　（
欄
外
書
込
）

庄
屋
半
兵
衛
先
達
而
指
留
之
義
候
間
、
尤
拾
人
之
内
孫
四
郎
者
庄
屋
代
、
佐
右
衛
門
ハ
年
寄
代
ニ
申
付
致
承
知
候
事
」

　
「（

折
込
）

  

一　
尤
庄
屋
半
兵
衛
先
達
而
不
調
法
之
儀
仍
有
之
、
村
役
儀 

藤
右
衛
門

　
　

一　
指
留
を
き
候
間
、
拾
壱
人
之
内
、
孫
四
郎
者
庄
屋
代
、 

治
右
衛
門

　
　

一　
佐
右
衛
門
ハ
年
寄
代
ニ
申
付
候
、
以
上 

吉
三
郎

　
　

一　

 

又
右
衛
門

　
　

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
此
者
、
昨
日
申
遣
候
内
、
山
年
寄
也 

○
治
右
衛
門

　
　

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
此
者
、
昨
日
申
遣
候
内
、
惣
代
也 

○
兵
右
衛
門

　
　

一　

 
覚
左
衛
門

　
　

一　

 
吉
次
郎

　
　

一　

 

治
右
衛
門

八
六　
（
八
五
）



安
永
七
（
一
七
七
八
）
年
に
お
け
る
境
界
争
論
（
西
村
・
井
ケ
田
・
新
谷
）

　
　

一　

 

佐
右
衛
門  

」

同
廿
四
日

四
ツ
時
分
、
庄
屋
代
孫
四
郎
、
年
寄
新
右
衛
門
、
惣
代
久
右
衛
門
、
右
三
人
古
証
文
写
等
持
来
候
事

斎
後
、
遂
披
露
、
則
古
証
文
之
写
、
絵
図
ニ
引
合
致
吟
味
候
事
、
其
時
先
達
而
預
り
置
候
村
方
絵
図
面
二
枚
落
紙
有
之
候
を
又
々
相
尋
候
へ
共
、
相
知
不

申
候
由
、
仍
之
為
念
其
趣
口
書
取
置
候
、
即
其
文

　
　
　
　
　
　

差
上
申
覚

　

 

先
達
而
御
預
申
候
中
河
村
絵
図
面
、
西
北
之
角
弐
枚
落
紙
有
之
候
由
御
尋
被
成
候
、
此
儀
者
持
参
仕
候
時
分
茂
申
上
候
通
、
如
何
仕
候
哉
相
見
へ
不
申
候
、

以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

中
河
村
庄
屋
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

孫
四
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

年　

寄　

代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

新
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

惣　
　

代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

久
右
衛
門

　
　
　
　

安
永
七
年
戌
三
月
廿
四
日

　
　
　
　

槇
尾
山

　
　
　
　
　

御
本
所
様

八
七　
（
八
四
）



第
六
十
六
巻  

第
一
号

右
之
書
付
取
置
帰
り
候
事
、
尤
明
五
ツ
時
迄
ニ
先
達
案
内
仕
候
者
五
人
、
庄
屋
、
年（

寄
脱
カ
）都合

七
人
、
古
証
文
之
本
紙
可
致
持
参
旨
申
遣
候
事

廿
五
日

五
ツ
過
、昨
晩
申
遣
候
者
共
七
人
来
ル
、即
古
証
文
本
紙
受
取
致
吟
味
候
、斎
後
、義
賛
師
、伯
英
師
、右
百
姓
召
連
御
室
御
所
へ
参
候
処
、杉
本
氏
下
殿
候
由
、

則
真
乗
院
殿
へ
参
、
杉
本
氏
へ
対
面
候
処
、
先
同
日
者
右
証
文
之
写
指
上
置
御
帰
可
被
成
、
猶
一
両
日
之
内
此
方
よ
り
指
紙
遣
候
間
、
其
節
可
有
御
参
旨

被
申
候
由
、
右
役
僧
両
人
暮
方
帰
山
候
事

廿
九
日

本
晃
師
、
純
浄
師
、
御
室
御
所
へ
参
り
、
様
子
窺
候
処
、
明
朔
日
百
姓
共
召
連
可
致
参
殿
旨
被
仰
候
事

四
月
朔
日

智
厳
師
、
伯
英
師
、
本
秀
師
、
百
姓
七
人
召
連
参
殿
候
処
、
百
姓
共
御
糺
之
上
、
右
百
姓
共
へ
可
致
一
札
旨
被
仰
聞
、
則
案
文
被
遣
候
処
、
百
姓
共
致
得
心
、

尤
村
方
へ
か
へ
り
、
何
茂
承
知
之
上
印
形
可
仕
旨
申
上
、
右
之
案
文
持
帰
、
当
山
役
者
同
時
帰
ル

二
日

昨
日
御
所
よ
り
百
姓
へ
被
遣
候
一
札
、
印
形
相
調
当
山
へ
持
参
、
則
本
晃
師
、
智
泉
師
、
右
百
姓
〔
七
人
久
右
衛
門
、
治
右
衛
門
、
兵
右
衛
門
、
孫
四
郎
、

新
右
衛
門
、
三
左
衛
門
等
也
〕
召
連
参
殿
、
百
姓
よ
り
連
印
一
札
差
上
、
罷
帰
候
事

八
八　
（
八
三
）



安
永
七
（
一
七
七
八
）
年
に
お
け
る
境
界
争
論
（
西
村
・
井
ケ
田
・
新
谷
）

三
日

明
後
五
日
、
小
堀
家
へ
願
書
差
出
度
候
付
、
御
室
御
所
よ
り
役
人
衆
付
添
被
下
様
、
口
上
書
以

（
マ
マ
）本

晃
師
参
殿
、
口
上
書
別
扣
置
也

五
日

小
堀
役
所
へ
僧
伏
輪
司
、
伯
英
師
、
右
之
願
書
并
絵
図
、
検
地
帳
之
写
差
出
候
処
、
矢
守
被
出
会
被
申
様
者
、
成
程
此
通
ニ
而
能
明
白
ニ
分
た
る
義
と
被

存
候
へ
共
、
外
役
人
見
分
之
者
共
御
座
候
へ
者
、
得
と
此
者
共
へ
相
談
、
後
日
御
招
キ
申
品
も
可
有
之
候
間
、
其
節
乍
御
苦
労
御
出
可
被
成
由
被
申
、
則

退
出
、
百
姓
ハ
治
右
衛
門
、
兵
右
衛
門
、
久
右
衛
門
、、
右
三
人
召
連
也

六
日

昨
日
、
小
堀
へ
御
所
よ
り
御
使
者
御
添
被
下
候
ニ
付
、
御
礼
申
上
可
然
哉
、
杉
本
へ
内
談
旁
参
宅
、
則
指
図
ニ
て
御
殿
へ
も
一
寸
上
り
被
帰
候
也

昨
日
、
小
堀
へ
召
連
候
百
姓
三
人
之
者
共
、
今
午
時
罷
帰
仍
直
ニ
様
子
可
申
上
申
付
候
処
、
昨
日
夜
前
よ
り
小
堀
ニ
而
種
々
御
呵
被
成
候
而
、
書
物
被
下

印
形
可
仕
由
、
御
暇
不
出
難
儀
至
極
、
無
是
非
印
形
仕
可
罷
帰
候
口
書
取
置
也

七
日

僧
伏
輪
司
、
杉
本
へ
右
百
姓
共
之
口
書
所
持
候
而
、
様
子
相
尋
候
、
別
子
細
無
御
座
候
事
、
百
姓
久
右
衛
門
、
人
足
壱
人
御
召
連
被
成
候

五
月
五
日

今
朝
五
ツ
時
、
矢
守
勘
助
方
よ
り
岩
佐
八
十
八
与
申
者
、
半
紙
を
持
来
ル
、
其
趣
者

八
九　
（
八
二
）



第
六
十
六
巻  

第
一
号

　

中
河
村
御
小
物
成
山
改
之
儀
ニ
付
、
御
達
申
候
儀
有
之
候
間
、
明
後
七
日
五
ツ
半
時
可
被
成
御
越
候
、
以
上

　
　
　
　

五
月
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

矢
守　

勘
助

　
　
　
　
　

本
光
様

　
　
　
　
　

伯
英
様

右
之
返
事
ニ

　

中
河
村
御
小
物
成
場
所
御
改
之
儀
ニ
付
、
明
後
七
日
可
致
参
上
旨
被
仰
聞
、
致
承
知
候
、
已
上

　
　
　
　

五
月
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

伯
英

　
　
　
　
　

矢
守
勘
助
様

　

本
光
事
他
出
故
、
連
名
相
省
候
、
以
上

同
日

四（
ツ
脱
）時

過
中
河
村
よ
り
庄
屋
半
兵
衛
登
山
、
則
小
堀
家
よ
り
村
方
江
之
指
紙
所
持
候
事
、
其
文
言

　　

其
村
方
御
小
物
成
山
大
絵
図
を
持
来
、
七
日
五
ツ
半
時
可
罷
出
候

　
　
　
　

戌
五
月
四
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

小
堀
数
馬　

御
役
所　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

中
河
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

庄
屋

九
〇　
（
八
一
）



安
永
七
（
一
七
七
八
）
年
に
お
け
る
境
界
争
論
（
西
村
・
井
ケ
田
・
新
谷
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

年
寄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

惣
代

右
之
指
紙
持
参
候
ニ
付
、
則
七
日
ニ
小
堀
家
罷
出
候
者
共
、
明
朝
早
々
此
方
罷
越
候
様
申
付
帰
し
候
事

六
日
四
ツ
時

山
方
庄
屋
久
右
衛
門
、
年
寄
治
右
衛
門
、
惣（

代
脱
カ
）三左

衛
門
、
右
三
人
登
山
候
事
、
斎
後
右
三
人
之
者
共
申
聞
候
趣
者
、
御
小
物
成
山
之
絵
図
別
ニ
者
無
之
処
、

右
指
紙
之
趣
を
請
、
村
惣
絵
図
持
参
候
而
如
何
可
申
所
存
ニ
有
之
哉
と
相
尋
候
処
、
申
方
無
之
与
申
候
、
仍
此
方
よ
り
荒
々
申
聞
セ
候
得
共
、
聢
与
承
引
不

仕
、
段
々
不
心
得
之
訳
ニ
相
見
候
ニ
付
、
右
三
人
之
者
共
留
置
、
又
々
村
方
半
兵
衛
、
兵
右
衛
門
、
孫
四
郎
、
佐
右
衛
門
、
右
四
人
可
罷
出
旨
申
遣
候
処
、

兵
右
衛
門
、
半
兵
衛
者
病
気
之
由
、
孫
四
郎
、
佐
右
衛
門
者
他
出
之
由
ニ
而
、
伊
右
衛
門
、
新
左
衛
門
、
伊
兵
衛
、
右
三
人
夜
六（

ツ
脱
）半

時
登
山
、
則
右
三
人
之

者
共
へ
前
段
之
趣
申
聞
候
処
、
四
人
之
者
共
ニ
不
替
心
底
相
見
候
処
、
又
々
遂
評
儀
、
則
右
七
人
一
同
ニ
召
出
、
段
々
申
聞
候
処
、
差
引
相
談
仕
、
御
返

答
可
申
上
旨
、
仍
致
猶
予
遣
候
、
追
付
罷
出
返
答
申
候
趣
、
未
得
と
承
引
之
様
ニ
相
聞
へ
不
申
候
ニ
付
、
段
々
申
聞
、
何
分
明
日
之
処
、
此
方
よ
り
申
聞

候
通
、
小
堀
家
ニ
而
急
度
可
申
旨
申
渡
候
処
、
漸
令
承
知
候

七
日

隆
通
師
、
智
泉
師
、
右
両
僧
、
百
姓
共
召
連
、
小
堀
家
へ
参
り
候
而
、
矢
守
勘
助
、
和
田
伊
左
衛
門
、
安
田
孫
兵
衛
、
右
三
人
江
対
面
有
之
候
、
趣
勘
助
申
候
者
、

御
小
物
成
山
見
分
ニ
付
、
百
姓
共
案
内
仕
候
処
、
従
貴
山
依
御
察
度
相
滞
候
上
者
、
御
小
物
成
山
之
儀
於
貴
山
能
御
存
知
可
有
之
候
間
、
従
貴
山
御
案
内

可
被
成
、且
百
姓
江
被
仰
付
ニ
茂
不
及
事
御
座
候
、
縦
（
假
カ
）被

仰
付
候
而
茂
、従
御
山
唯
様
ガ
被
仰
付
候
与
百
姓
可
申
候
、尤
百
姓
へ
者
、是
迄
案
内
仕
候
通
、又
々

案
内
可
仕
様
申
付
候
間
、
左
様
御
承
知
可
被
成
、
右
役
者
よ
り
返
答
ニ
者
、
於
此
儀
掛
合
候
者
共
、
此
節
他
出
亦
者
病
者
も
有
之
候
間
、
日
延
被
成
下
候

九
一　
（
八
〇
）
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様
候
処
、
日
延
与
申
候
而
茂
日
限
無
之
候
而
者
、
御
差
支
ニ
相
成
候
間
、
然
者
、
十
三
日
迄
猶
予
仕
候
間
、
十
二
日
ニ
御
返
答
被
成
候
旨
被
申
候
ニ
付
、
承

知
致
し
候
旨
申
し
帰
り
候

九
日

庄
屋
代
孫
左
衛
門
、
年
寄
代
茂
兵
衛
、
山
庄
屋
代
新
之
丞
、
山
年
寄
治
右
衛
門
、
惣
代
孫
四
郎
、
右
五
人
之
者
江
何
角
衆
意
を
申
付
、
則
卯
下
刻
下
山

同
日

未
刻
、
中
河
百
姓
左
兵
衛
、
覚
左
衛
門
、
又
三
郎
郎

（
衍
カ
）、

右
三
人
参
候
ニ
而
申
上
候
者
、
村
方
ノ
者
共
、
一
同
ニ
御
小
物
成
山
か
ま
と
き
之
外
者
、
御
本
所

様
之
夫
代
山
と
相
心
得
居
申
候
間
、
其
旨
申
上
度
由
ニ
而
登
山
仕
候
御
事
御
座
候

十
日

伯
英
師
、
知
叶
師
、
純
浄
師
、
右
三
人
中
河
村
江
御
小
物
成
山
寺
領
ニ
山
境
内
見
分
ニ
参
候
事
、
知
叶
師
者
晩
方
帰
、
両
人
者
中
河
村
ニ
宿
候
而
、
今
日
見

分
相
残
候
分
翼（

翌
）日

見
分
致
し
候
而
、
則
十
一
日
斎
後
被
帰
候
事

十
二
日　

今
日
よ
り
罷
越
し
候
宿
所
者
、
庄
屋
半
兵
衛
方
也

斎
後
、
智
厳
師
、
伯
英
師
、
源
之
介
、
中
河
江
被
参
候
而
、
申
付
品
相
尋
品
有
之
候
事
、
伯
英
師
者
晩
方
帰
山

十
三
日

見
分
役
人
和
田
并
安
田
、
此
方
よ
り
慈
泉
師
、
伯
英
師
立
会
ニ
而
か
ま
と
き
山
見
分
致
か
け
候
処
、
大
雨
故
相
止
メ
、
其
日
者
セ
ハ
敷
相
済
候
事

九
二　
（
七
九
）



安
永
七
（
一
七
七
八
）
年
に
お
け
る
境
界
争
論
（
西
村
・
井
ケ
田
・
新
谷
）

十
四
日

今
朝
よ
り
、
右
立
会
ニ
而
か
ま
と
き
見
分
終
り
致
し
候
事

十
五
日

昨
日
之
通
、立
会
八（

ツ
脱
）時

分
迄
ニ
見
分
相
済
候
、其
節
見
分
役
人
被
申
候
者
、先
御
小
物
成
山
者
見
分
相
済
候
間
、御
勝
手
次
第
御
引
可
被
成
■
■
候
、是
よ
り
者
、

百
姓
共
へ
先
達
而
見
分
相
残
候
処
、
案
内
申
付
、
見
分
仕
旨
申
候

即
刻
見
分
役
人
へ
掛
合
候
趣
者
、
先
御
小
物
成
山
御
見
分
相
済
候
上
者
、
余
者
寺
領
之
事
ニ
御
座
候
間
、
御
見
分
之
儀
御
容
赦
被
成
下
候
旨
申
参
候
処
、
返

答
ニ

　

 

委
細
承
知
仕
候
、
併
此
所
御
聞
分
可
被
下
候
、
先
達
而
八
九
日
茂
相
掛
り
見
分
仕
候
処
、
其
儘
ニ
而
帰
り
候
而
者
、
主
人
江
対
し
申
訳
茂
無
之
候
間
、
右

見
分
残
り
相
仕
舞
候
而
絵
図
を
致
し
、
其
面
を
以
是
程
之
場
所
、
百
姓
共
心
得
違
ニ
而
令
案
内
候
段
、
主
人
江
申
達
儀
ニ
御
座
候
間
、
見
分
不
仕
候
而
者
、

右
絵
図
出
来
不
申
候
、
併
強
而
相
引
候
様
被
仰
儀
候
ハ
ヽ
、
■
■
■
■
是
非
と
者
不
申
候
得
共
、
右
之
段
御
聞
分
可
被
成
旨
也
、
■
■
■
■
■
■
■
■

前
段
之
趣
再
往
ニ
お
よ
ひ
候
事

即
刻
見
分
役
人
百
姓
ヘ
先
達
而
残
り
之
場
所
案
内
申
付
被
参
候
事
、
且
小
野
領
ニ
有
之
候
場
所
も
見
分
可
致
旨
ニ
而
、
則
小
野
村
へ
も
其
段
見
分
役
人
よ

り
申
遣
候
申
候
也

晩
方
又
此
方
よ
り
掛
合
候
趣
、
前
段
之
通
寺
領
山
茂
見
分
被
成
候
而
絵
図
被
成
候
儀
ニ
御
座
候
ハ
ヽ
、
右
絵
図
面
ニ
寺
領
山
御
小
物
成
山
明
白
ニ
相
分
候

絵
図
、
此
方
も
申
受
度
旨
申
参
候
処
、
承
知
致
し
候
旨
也

十
六
日

今
日
八
ツ
時
、
隆
道
師
、
智
泉
師
、
純
浄
師
、
中
河
江
被
罷
越
候
事
、
則
今
夜
五
ツ
時
、
見
分
役
人
之
宿
処
伊
右
衛
門
方
江
右
三
人
之
衆
罷
越
候
処
、
役

九
三　
（
七
八
）



第
六
十
六
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人
衆
息
を
や
す
む
る
ニ
付
、
む
な
し
く
罷
帰
り
候

十
七
日

今
早
朝
、
智
泉
師
、
純
浄
師
付
添
、
隆
道
師
右
之
衆
役
人
ヘ
掛
合
候
口
状（

上
）之

趣
者
、
今
度
御
小
物
成
字
か
ま
と
き
山
御
見
分
無
滞
相
済
候
由
、
然
処
、
其

節
之
趣
是
か
ら
寺
領
之
山
茂
御
見
分
被
成
候
様
ニ
御
示
談
被
成
候
旨
、
御
立
会
之
役
者
共
委
細
槇
尾
山
へ
及
注
進
候
、
仍
而
一
山
之
者
共
不
審
存
候
、
依

之
此
度
御
小
物
成
山
之
御
見
分
相
済
候
上
者
、
寺
領
山
御
見
分
之
儀
御
容
捨（

赦
）

被
下
度
候
旨
申
入
候
処
、
役
人
之
返
答
に
、
今
度
者
御
小
物
成
山
之
見
分

候
得
者
、
御
寺
領
与
申
而
者
毛
頭
程
も
不
仕
候
、
尤
当
村
よ
り
明
和
七
年
ニ
御
小
物
成
山
絵
図
被
差
上
候
間
、
其
面
を
以
見
分
仕
儀
ニ
御
座
候
、
右
絵
図

者
先
日
槇
尾
山
よ
り
御
見
被
成
候
絵
図
与
大
小
之
不
同
計
ニ
而
、
全
同
様
之
事
ニ
候
、
右
当
村
よ
り
被
差
上
候
絵
図
ニ
、
則
此
絵
図
御
小
物
成
山
毎
歳

三
千
六
百
束
無
滞
上
納
仕
候
旨
書
付
御
座
候
間
、
先
達
而
絵
図
之
通
案
内
申
付
、
八
九
歩
迄
見
分
仕
候
処
、
従
貴
山
御
察
度
ニ
付
相
滞
候
、
依
之
此
度
貴

山
ニ
被
仰
立
之
御
小
物
成
字
カ
マ
ト
ギ
山
者
見
分
相
済
候
得
共
、
先
達
而
百
姓
之
案
内
残
り
見
分
仕
儀
ニ
御
座
候
、
差
而
貴
山
之
御
夫
代
山
を
御
小
物
成
与
申

儀
ニ
而
者
無
之
候
、
只
絵
図
面
之
通
り
見
分
仕
候
而
し
め
く
ヽ
り
仕
儀
ニ
御
座
候
旨
被
申
候
ニ
付
、
又
此
方
よ
り
申
候
者

　

 

各
様
ニ
者
御
小
物
成
山
御
見
分
ニ
候
ハ
ヽ
、
右
場
所
字
カ
マ
ト
キ
御
見
分
相
済
候
上
者
、
表
之
御
役
者
相
済
申
候
、
此
上
寺
領
御
見
分
之
儀
者
御
好
之
儀
与

存
候
、
左
様
御
座
候
ハ
ヽ
、
拙
僧
乍
存
寺
領
御
見
分
を
受
候
而
者
、
申
訳
御
座
候
間
、
一
山
江
罷
帰
り
候
而
申
訳
之
た
め
其
趣
御
書
付
可
被
下
候
旨
申
入
、

則
此
方
よ
り
口
状（

上
）書

差
出
し
候

　
　
　
　
　
　

口
上
覚

　

 

一　

今
度
御
小
物
成
山
字
か
ま
と
き
御
見
分
無
滞
相
済
候
而
惣
絵
図
御
認
ニ
付
、
寺
領
分
ヲ
御
好
ニ
而
御
見
分
被
成
候
旨
被
仰
聞
候
、
左
様
御
座
候
得
者
、

拙
僧
共
一
山
江
之
為
申
訳
右
之
由
を
一
寸
御
書
付
被
成
可
被
下
度
奉
願
上
候
、
以
上

九
四　
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安
永
七
（
一
七
七
八
）
年
に
お
け
る
境
界
争
論
（
西
村
・
井
ケ
田
・
新
谷
）

右
之
書
付
差
出
し
候
処
、
則
写
し
被
取
候
而
被
申
様
者
、
拙
者
共
相
談
仕
、
此
よ
り
御
返
答
可
申
候
旨
ニ
付
、
罷
帰
り
候
処
、
追
付
半
兵
衛
方
へ
右
役
人

中
よ
り
使
参
り
候
ニ
付
、
又
々
罷
越
対
面
候
処
、
両
役
人
被
申
候
者
、
御
寺
領
之
儀
好
ニ
而
見
分
仕
儀
ニ
而
者
無
御
座
候
間
、
何
分
此
儘
ニ
而
可
罷
帰
候
旨

ニ
付
、
又
此
方
よ
り
申
し
候
者
其
段
何
と
も
恐
入
候
、
全
此
方
よ
り
御
役
前
指
留
之
儀
ニ
而
者
無
之
候
旨
、
重
々
申
入
候
得
共
、
是
非
共
被
立
退
候

十
八
日

今
朝
、
御
室
御
所
江
此
度
見
分
無
滞
相
済
由
、
御
届
ニ
伯
英
師
参
殿
候
、
尤
委
細
之
儀
者
、
昨
日
隆
道
師
よ
り
相
模
殿
迄
申
入
候
、
右
伯
英
師
者
、
直
ニ
小

堀
役
所
へ
見
分
無
滞
相
済
ニ
付
為
御
礼
参
り
候
事
、
且
又
御
室
よ
り
も
為
御
挨
拶
御
使
者
被
指
向
被
下
候
由
、
百
姓
よ
り
茂
今
日
小
堀
へ
御
礼
ニ
参
り
候

事廿
七
日

矢
守
勘
助
よ
り
手
紙
到
来
、
其
趣
者

　

 

其
御
寺
よ
り
先
達
而
御
見
セ
被
成
候
絵
図
、
去
ル
七
日
各
様
江
御
戻
申
候
、
右
絵
図
今
一
応
見
合
候
儀
御
座
候
間
、
御
封
被
成
候
而
此
も
の
ニ
被
遣
候
、

以
上

　
　
　
　

五
月
廿
七
日

　
　

尚
、
此
間
中
者
不
正
之
天
気
鬱
陶
敷
事
ニ
御
座
候

　
　

御
勝
福
可
被
成
御
凌
奉
賀
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

矢
守　

勘
助

　
　
　
　
　

隆
道
様

九
五　
（
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十
六
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第
一
号

　
　
　
　
　

智
泉
様

右
之
返
事
ニ

　

 

御
紙
面
致
薫
誦
候
、如
翰
雨
中
鬱
陶
敷
御
座
候
処
、弥
御
堅
固
被
成
御
勤
仕
奉
珎
重
候
、然
者
、先
達
而
懸
留
候
惣
絵
図
、今
一
応
被
成
御
披
覧
度
被
仰
聞
、

則
御
使
へ
相
渡
申
候
間
、
御
落
手
可
被
成
候
、
猶
御
見
合
候
上
御
返
シ
可
被
下
候
、
以
上

　
　
　
　

五
月
廿
七
日

　
　
　
　
　

矢
守　

勘（
助
脱
）様　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

隆
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

智
泉

一　

六
月
九
日
、
相
模
へ
御
殿
之
礼
等
之
義
を
聞
合
候
処
、
御
礼
ニ
御
上
り
被
成
可
然
と
被
申
候
間
、
献
物
等
之
義
聞
合
候
所
、
差
図
有
之
、
其
通
山
崎

へ
も
御
見
舞
旁
伺
候
所
、
相
模
之
差
図
之
通
可
致
、
尚
、
相
模
ヘ
ハ
別
ニ
金
弐
三
百
疋
ニ
茶
ニ
而
も
差
添
可
遣
由
、
尚
又
、
光
天
師
ニ
而
も
御
頼
可
申
由

被
仰
候
ニ
付
、
伯
英
直
ニ
参
り
候
而
、
光
師
御
頼
申
候

一　

十
一
日
、
光
師
御
登
山

一　

十
二
日
、
光
天
師
并
輪
主
同
道
ニ
而
、
御
室
へ
御
礼
首
尾
克
済

宮
様
へ
菓
子
料
金
弐
百
疋
、
当
職
中
へ
弐
百
疋
、
執
達
中
へ
百
疋
、
取
次
中
へ
銀
壱
両
、
使
者
へ
両取

立
候
度
被
銀
弐
両
、
相
模
之
宅
へ
別
ニ
朝
日
茶
一
斤
、
金
三

九
六　
（
七
五
）



安
永
七
（
一
七
七
八
）
年
に
お
け
る
境
界
争
論
（
西
村
・
井
ケ
田
・
新
谷
）

歩
進
し
申
候

（
に
し
む
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